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多摩支部会報
第55回全国校友千葉大会特別号

令和元年10月26発行

明治大学校友会

東京都多摩支部

支部長 當麻 功

広報委 飯田光宏

令和の時代に変わって初めての全国校友千葉

大会が、台風15号の爪痕が多く残り復旧復興慌た

だしいなか、海外及び全国から1600名を超える校

友が馳せ参じ、盛大に開催されました。多くの校

友が一日も早い復旧・復興を願い、自分たちので

きる事（＝飲食・お土産・観光・義援金等々）を

いたしました。台風接近で気をもむ中ここまで準

備された関係者の甚大なるご努力に衷心からの感

謝と御礼を申し上げます。

10月5日は「全国支部長・幹事長・地域支部長・

本部員懇談会＆前夜祭」が東京ディズニーランド

脇のホテルで開催され県単支部長等約200名の校

友が参加しました。「懇談会」終了後、明治大学

理事長 柳谷 孝氏（校友会顧問）から、『学校

法人明治大学の現状と展望ー140周年とその先を

見据えて』と題する講演がありました。カラース

ライドと巧みな話術で思わず引き込まれ、少額で

も「寄付」しようとさせる、大変素晴らしい講演

でした。

10月6日は大会当日。海外及び全国各地から、

千葉県支部関係者の各支部を廻っての勧誘効果も

あり、東京大会に迫るほどの多くの校友が集いま

した。森田千葉県知事は台風被害対応の時間を割

き、防災服姿でビデオメッセージを寄せられ、ご

臨席いただいた熊谷千葉市長からは、原稿を一切

ご覧になることなく、「千葉という地名の由来」

と明治大学＆校友会及び明治大学ＯＢの活躍を称

えるお言葉を頂きましたした。

（理事長・学長等のご挨拶は後頁掲載参照）

「懇親会」はホテル ニューオオタニ幕張の巨

大広間「鶴の間」と隣接するホワイエを使いテー

ブル・着席式でゆっくりと飲食し、語り合うこと

ができました。「歓談」は鏡開きで始まり、次か

ら次へと繰り出されるアトラクションは、どれも

見応えがあり、まぐろの解体ショー、400kgの勇

壮なお神輿担ぎ、腸わたに響く菖友会 大江戸助

六太鼓、高校生による躍動感あふれるダンス、そ

して応援団＆チアリーダーによる舞台一杯の技の

ご披露等々、あっぱれでした。

（記：広報 飯田）
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大会記念誌から転載
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大会記念誌から転載
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大会記念誌から転載
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大会記念誌から転載
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特別講演 大会前日開催の「支部長・幹事長・地域支部長・本部員懇談会」に
おいて、下記資料（表紙＆裏表紙のみ転載）により大型スクリーンを使い、大変理解しや

すい丁寧な講演がありました。長期ビジョンに基づく第２期中期計画の着実な実施状況や

創立150周年を見据えた『次期長期ビジョン』への対応等有意義なお話でした。

和泉新校舎の椅子に寄付者の命名板の取付（一度に30万円以上、先着500席分）や教室

に顕彰板の取付など募金協力要望がありました（Ｗは明治の4.8倍、Ｋは11.8倍実績）。

国際混住寮（グローバルヴィレッジ）開設、和泉新建築等着手、協定校拡大、倍増した

海外留学生、出願前に可否決定の「おゝ明治 奨学金」等々知りたい内容満杯でした。
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明治大学全国校友千葉大会に参加して

當麻 功

（多摩支部長 39商）

秋晴れの１０月５日６日の

二日間久し振りに懐かしの

千葉県を訪れました。特に

幕張メッセは開発時からの関わりもありま

したが、その激変ぶりと進化している様に

大変驚かされました。オリンピック・パラ

リンピックの開催を翌年に控え競技が行わ

れる千葉県での全国大会開催は誠に時宜を

得たことと思いました。

初日の、柳谷理事長の講演はわが明治大

学の未来をしっかりと見据え、教育研究の

みでなく財務体質の一部もふくめて、１４

０年を超えて１５０年２００年と発展して

いける展望をお聞きし大変心強い思いがし

ました。二日目には、「廃線危機を救った

いすみ鉄道前社長の鳥塚氏の話は、参考に

なる点が多々ありました。地域の活性化が

叫ばれている中多くの人々の共感を呼ぶも

のと感じいりました。二日間をとうして改

めて感じることは、司会の渡辺正行さんは

じめ多くの校友がいかに多くの世界で活躍

しているかでした。今後ともこういうＯＢ

の方々を陰ながら応援し続けていきつつ、

多摩支部も負けずに頑張っていこうと感じ

た次第でした。

全国校友大会初参加の感想

太田 東平

（多摩支部幹事長 40 政)

全国校友千葉大会は私

にとって昨年の石川大

会が台風の影響で参加

出来なかった為、全国大会は実質初めての

経験でした。初日の柳谷理事長の「明治大

学の現状と展望」は母校に愛着を持つ校友

が一番関心を持っている内容であり。また

二日目の（前）いすみ鉄道鳥塚社長「廃線

危機を救った考え抜く力、危機を乗り越え

る夢と戦略」の講演は一瞬現役時代に引き

戻された心境で聞き入った次第です。両講

演とも大会に相応しい内容であり、今後も

この様な有意義な講演を是非聞かせて頂き

たい。

大会全体の感想としては140周年を迎え

新しい校風の息吹が感じられ、たのもしく

感じた。最終日のエクスカーションには参

加せず、山口からの遠来のクラスメートと

再会し、真名カントリークラブで晴天の下、

土屋学長他100人超えの大コンペに参加、

友人とも久しぶりに旧交を温める機会を得

て、楽しい1泊3日の千葉大会を満喫するこ

とが出来ました。コンペでは我が友がベス

グロ賞を頂き友人にとっても、この上ない

記憶に残る大会であったと思われる。結び

に第15号台風の爪痕が癒えぬ中、千葉大会

が盛会裏に終えることが出来たのは、千葉

支部の校友の皆様が一致団結した努力の賜

物と感謝致します。有難うございました。

盟友の

沼尻さん

と
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第55回明治大学全国校友千葉大会

エクスカーション（観光）「成田山新

勝寺参拝と豪華うな重舌鼓の旅」に参加

して

： 地域支部 土井隆夫

全国校友大会には、明治

大学創立１３０周年の東京

大会以来で、地方大会には

近隣ということで千葉大会

が初めての参加でした。

10/6小平から参加の馬場幹事長、小出幹事

と３人で新小平駅を出発、直通で海浜幕張駅

に9時前に着きバス乗り場のホテルグリーンタ

ワー幕張で７８名の校友が２台のバスに乗り

出発しました。

真言宗智山派大本山成田山金剛王院新勝寺を

参拝するのは初めてで境内の広さにはびっく

りしました。成田山新勝寺の御本尊不動明王

は、嵯峨天皇の勅願により弘法大師空海自ら

敬刻して開眼し護摩法を修せられた尊像で、9

39年平将門が反乱を起こし、朱雀天皇の密勅

受けた寛朝大僧正がこの尊像とともに関東に

下り、下総の国成田の地で21日間平和祈願の

御護摩を修めると兵乱は平定されこの地に新

勝寺の寺号を賜って成田山が開山されたとあ

ります。江戸時代に歌舞伎役者の初代市川團

十郎が成田不動に帰依して「成田屋」の屋号

を名乗り不動明王が登場する芝居を打ったこ

となどもあいまって、成田不動は庶民の信仰

を集め、成田参拝が盛んとなったようです。

５人のガイドさんに１５人程帯同し、総門

（正門）、仁王門を入り、コンクリート造り

の大本堂、豪華絢爛な三重塔がある境内があ

り、隣にそのまま移設された前の木造の本堂

（釈迦堂）を参拝しました。当日は、運よく、

大勢の消防関係者団体の参拝行列や御護摩導

師様の入場行列に遭遇し幸運でした。

バスに乗り成田駅近くの川豊うなぎ店の座

敷でうな重で昼食。参拝により身を清め、う

なぎで精力をつけて、全国校友千葉大会会場

の幕張メッセ国際会議場へと向かいました。

成田山新勝寺を思い出残る参拝ができ、

“田舎が売り”の記念講演、アトラクション

満開の懇親会と、身も心も満杯の千葉大会で

した。千葉県東部・西部両支部様に大感謝で

す。

全国校友大会に、初めて参加して

「明治はひとつ！」

こんにちは、立川地域

支部支部長の石津智志

（平2 商）です。

私は、今回初めて全国

の校友大会に参加させて

頂きました。兎に角、びっくりしました。

全国の、ＯＢ・ＯＧが集まり、2000人規

模で会が行われている。

理事長、学長をはじめ、本校の関係者、

父兄会、校友会など、充実した集いがあ

る。このような大学は、ちょっと他には

無いなと思いました。

若いときには気づきませんでしたが、

「明治はひとつ！」「前へ」「権利自由」

「独立自治」「やっぱり明治が№1」と自

分の母校が誇らしく思えた体験でした。

ありがとうござました。
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第55回全国校友千葉大会に初参加して

日野地域支部

須藤 英一（昭44商卒・）

はっきり言ってすごい力ですね。

大学を卒業して今日70代になり、振り返っ

てみると明らかに企業戦士でしたね。私の

場合、卒業後５～１０年はＯＢという立場

を利用しようとし（その後の空白がありま

すが）、当時は「商」が盛んで、忠実な校

友ではありませんでした。今７０代となり、

あと何年この世にいられるかを思う時、小

学校の同期も早や１５人が欠けており、頭

の良い順で他界しております。娘の主人の

父親が同じ母校出身で、葬儀を行ったとき

生花を頂き、私も香典ぐらい貰えるかと思

い校友会に復帰した次第です。今日まで５

５万人を輩出したということですごい“う

ねり”を感じます。叉、現役で活躍中なが

ら参加している方々とは、若干思いは違う

と思いますが。

毎年、場所を変え全国を回ることは幹事

も大変でしょうが、日本を知り、同じ価値

観を持ち、一同に集まることは地元に対し、

すごい“宣伝”にもなります。別に打算で

はありませんが“共存共栄”を得、いずれ

は自分のものとして帰ってくることでしょ

う。

一生人間は勉強し、“切磋琢磨”をする

ことが必要でしょう。世の中全て“持ちつ

持たれり”だと思います。

全国校友千葉大会に参加して

国立地域支部

沼尻 哲

（46年 商 国立）

恩師麻生平八郎先生の

故郷（元総長・茂原市出

身）でもある千葉県浦安・幕張で開催され

た第55回明治大学全国校友千葉大会 やっ

さい!もっさい!おっさ!!来たいよ総の国

明治はひとつに行って参りました。近郊で

もあり参加1,600名とか、多摩支部47名と

例年になく大勢の参加でした。

前夜祭の北野大新校友会長のスピーチでは

校友会の使命は母校の支援、母校の評価を

高めること。そのために今後若い人・女性

を視野に例えば講演会を3年サイクルから

毎年１回開き若いＯＢの呼び水にしたい。

そして全国大会はこれに加えＯＢの去就、

エクスカーションであります。

今回でバトンタッチの土屋恵一郎学長は校

友子弟推薦入学制度の導入、付属高校の全

国展開が残された課題だと云われていまし

た。

講演その１は柳谷孝理事長の「学校法人

明治大学の現状と展望―創立140周年とそ

の先を見据えて―」でありました。①2021

年11月1日に創立140周年式典を行うこと②

和泉第2校舎の後に新教育棟の建設（2022

年3月竣工）③海外留学の推進…4年前の2

倍超④グローバル・ヴィレッジの竣工⑤新

奨学金制度スタート⑥長期安定のため助成

依頼。等最新の明大事情を伺うことが出来

ました。 （11ページ上段へ続く）

須藤氏
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講演その２は記念講演 いすみ鉄道元社

長 鳥塚 亮（Ｓ60・商）による

「廃線危機を救ったいすみ鉄道前社長直伝

『考え抜く力』～危機を乗り越える夢と戦

略～」

いすみ鉄道ムーミン列車（ＨＰより）

123名の公募からスタート、創造力と実行

力さらに企画力を縦横無尽に駆使しマイナー

からメジャーにしたすばらしい物語。

ムーミン列車・昭和の国鉄DLキハ28の導

入 食ではイセエビ駅弁・イタリアンのレ

ストラン列車等々地元とコラボ、アイデア

を共有、マスメディアにも乗せ、森進一の

襟裳岬ではありませんが「襟裳のー春は何

もない春でーす。」と何もないことを売り

に知恵と汗を出したわけです。更にイタリ

アンの『サイゼリヤ』の正垣社長と切り口・

攻め口は同じ考え方・・・

金はかけず『どうしたら女の子が来てく

れるか』を５W1H。今日明日ではなく一年後

を見据えたスパン…男の子は必ずついてき

ます。また鉄道には強力な哲ちゃんではな

く鉄ちゃんがいます。レトロな気動車、今

は見られなくなってしまった単線でのタブ

レット交換、撮り鉄のための配慮（臨時停

車）等枚挙に遑がありません。駅員・地元

の方々の大変な見送り。どれもやれば出来

る。やれば出来た。久方ぶりのわくわく気

分に浸りました。

アトラクションは千葉東西両支部の圧巻

のお・も・て・な・しで盛りだくさん。

司会に落研OB渡辺正行氏（Ｓ53・経営）

初代チアリーダの高畑百合子氏（Ｈ15・法）。

応援団もフルメンバー・マンドリン倶楽部

竹島宏（Ｈ13・経営）の東京ラプソディ、・

グリークラブ・高校生ダンス・銚子はね太

鼓・さらに80キロのマグロ解体ショー

最長3時間でしたがあっというまでした。

来賓祝辞ではすばらしい早稲田ＯＢ熊谷千

葉市長の心温まるご挨拶。川勝平太静岡県

知事を思いだし早稲田っていいな。

折角の千葉詣で。前日は葛西臨海水族館

マグロ80匹の群泳 180㎏が一番かな。

翌日は立川の曺さんと鉄道乗り継ぎ三昧。

房総横断記念乗車券を購入 小湊鉄道 蒸

気で走る里山トロッコ 窓なし列車

行先サボと帽子を持った女性車掌がカメラ

マンになったり沿線の名物を売りに来たり

交換駅である里見では近隣のご婦人方が湯

茶の接待・サンドイッチ・お餅・おにぎり・

お弁当・焼きそばに販売 出発はみんなで

笑顔で行ってらっしゃい。

飯給（いたぶ）では世界一大きなトイレ。

上総中野からは鳥塚社長のアイデア詰まっ

たいすみ鉄道。国吉での地域住民のおもて

なし。大多喜 房総中央鉄道館 特急のサ

ボ購入。

撮り鉄の絶景ポイント・大多喜城を見上

げる場所では一時停車。渡辺正行実家の紹

介。

レストラン弁当 ホテルシェフ手作り限

定10個のイタリアン弁当、運よくゲット800

円沿線住民のお・も・て・な・し。

旧交も深められ、最新明大事情も知り、

何よりも肩を組んでの校歌。

2020年の香川大会（9月5.6日）2021年の

福島大会（11月6．7日）まで参加すると20

回となる。そこまでは頑張ろうと思ってい

る。

了
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編集後書 全国校友千葉大会が盛会裏に終了しました。関係者のお話だと1600余名の校友が

韓国・台湾の支部を含め全国から参集したそうです。東京都多摩支部からも「参加名簿」上で

は47名が申し込まれていました。

前日の「懇談会」では、理事長から「明治大学の現状と課題」という演題で、実に詳しく分

かりやすいお話があり、母校賛助という校友会の目的を改めて認識した次第です。大会当日の

懇親会は、ホテルニューオオタニ幕張の巨大会場を揺るがすほどのアトラクションが連続し、

〆は二重三重の輪に組んで「校歌」の大合唱！香川大会へ襷が渡されました。千葉の皆様、あ

りがとうございました。 （東京都多摩支部広報委員会）


